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取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を目的として、2025年度における取締役会の実

効性に関する評価を実施いたしましたので、その結果の概要を下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．評価の方法 

社外役員を含む全ての取締役及び監査役に対し、取締役会の実効性に関する評価の主旨を説明

の上、匿名性と透明性を確保するため、外部機関によるＷｅｂアンケートでの調査、回収、集計、

分析を行いました。なお、質問につきましては、以下の項目に関して評点及びフリーコメントに

よる方法で実施いたしました。 

【主な質問項目】 

◆取締役会の構成に関する質問 

◆取締役会の運営に関する質問 

◆取締役会の議論に関する質問 

◆取締役会のモニタリング機能に関する質問 

◆社内外取締役のパフォーマンスに関する質問 

◆取締役・監査役に対する支援体制に関する質問 

◆役員に求められているトレーニングに関する質問 

◆株主との対話に関する質問 

◆委員会の運営に関する質問 

２．評価結果の概要 

(１) 総合評価 

本年度の取締役会実効性評価においては、質問項目全般にわたり概ね適切であることが

確認され、当社取締役会の実効性は適切に確保されているとの評価結果となりました。 

 

(２) 前年度課題への対応状況 

昨年度の評価において課題として認識された2025年度を初年度とする中期経営計画の

着実な遂行を支えるモニタリング体制の強化及びグループ会社におけるガバナンス状況

の監督については、取締役会における継続的な進捗確認や情報共有の充実等を通じて、そ

れぞれ一定の改善が見られたことを確認いたしました。 

 

(３) 今後の課題認識 

取締役会のさらなる実効性向上を図る観点から、経営上重要性の高い議題に審議を集中

させるための取締役会運営の見直しや重点的にフォローすべき事項に対する継続的なモ

ニタリングの強化が必要であるとの認識を共有いたしました。 



 

また、重要な投資案件やＭ＆Ａ案件については、事業戦略との整合性、資本コスト・資

本効率を踏まえた投資効果、シナジー創出の可能性及び想定リスク等について、取締役会

において、より多角的かつ深度ある審議を行う必要があるとの認識を共有いたしました。 

３．実効性向上に向けた今後の取り組み 

(１) 重要経営課題に関する議論の充実に向けた取締役会運営の見直し 

経営上重要性の高い議題に取締役会の審議を集中させる観点から、取締役会に付議すべ

き事項の基準及び執行側への権限委譲範囲の見直しを進めるとともに、上程案件に関する

情報提供の充実を図り、取締役会における議論の質の向上に取り組んでまいります。また、

重点的にフォローすべき事項については、対応状況や進捗等を継続的にモニタリングし、

取締役会による監督機能の強化を図ってまいります。 

 

(２) 投資判断・Ｍ＆Ａ案件に関する審議の充実 

重要な投資案件やＭ＆Ａ案件については、事前説明や情報交換会等を実施し、案件に関

する理解促進を図るとともに、業務執行側に設置している委員会等における検討内容や主

要論点を社外取締役及び社外監査役へ適時・適切に共有することで、事業戦略との整合性、

資本コスト・資本効率を踏まえた投資効果及びシナジー創出の可能性等に関する議論の充

実並びに事前理解の深化を図ってまいります。 

 

当社取締役会は、これらの取り組みを通じて実効性の継続的な向上を図り、持続的な成長と 

中長期的な企業価値向上を目指してまいります。 

以 上 


